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エ キ シ ビシ ョンプロデ ュー サ ー の 育 成
堀 口 隆 志
デ ィス プ レイが今 日ほ ど脚光 を浴 びたの は過去 にお いて なかった。 いや 、や
っと衆 目を集 めっっ あ るとい う方があた って い るか も知れ ない。少 な くと も10
年前 にはデ ィス プ レイとい う言葉 は一般 の人 々の口 にはの ぼ らず 、装飾 と言 わ
れていた。 日本宣伝 美術会 の発展 とともに二次元 の世界 のグラフイ ックデザ イ
ンが視覚 的伝 達 の媒 体 と して著 しくその地位 を確立 したのに比べ 、三 次元 の世
界で あ り、時 間が加 わ ると四次元の世界 に もな るデ ィス プ レイデザ インは、い
まだにデザ イ ン料 がは っ きりと認 め られて いない状 態で あ る。 しか し、ポス タ
ーがか って強 力 な宣伝媒体 で あ り重要 な情報伝達 手段 で あったに もかかわ らず、
今 日のTVで 代 表 され る多様 な情報文化の時代 になって その効 力 を著 しく弱 め
てい るの に対 して 、デ ィス プ レイの世界 はフ レッシュな情 報伝達 の分野 として
最近急 速 に認識 されて きた。 その原因 はEXPO'70であ る。 日本 で万 国博 の開
催 が決定す るとと もに 、デ ィス プ レイ業界 に も協 調気運 が生れ、ニ ュー ヨー ク
博 、モ ン トリオール博 、ヘ ミス博 な どの合 同視察 団 に よる万国博の研究 、デ ィス
プ レイ連合 会 々員 に よる相互連絡や研鑽 が行 われ るなど、 いままでにな い動 き
を示 した。マス コ ミによ る話題 の提供 か ら、デ ィス プ レイ(特 にフェアやエ キ
ジ ビッ ト)に 一般 の関心 が集 ま り、各企 業内で も今 まで ほとん どデ ィス プ レイ
にタ ッチ しなか ったメ ンバー が、デ ィスプ レイ を論 じるに至 った。い わば素人
に近 い人 た ちまでが アイデア を出.し、卓越 した もの でもないのに、 あ くまで も
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それ を固執す る場 合 が あ り、非常 に進行 をさまたげ る例 が多 くでて来 た。 それ
はともか く、 も しEXPO'70の開催 が決ま って いなけれ ば、 これほ どまでの デ
ィス プ レイに対 す る関心の高 ま りはなか ったで あろ う。
☆
「デ ィスプ レイは主題 を空 間 に演出す る伝達技術 で あ る」 これは本年7月 に
発足 した日本 デ ィス プ レイ業 団体連合会 が定 めたデ ィス プ レイ憲章の 冒頭 で あ
る。デ ィス プ レイが演 出で あるとい う考 えは昨年 あた りか ら展 開 した論 であ る。
この考 えに従 うと、 デ ィス プ レイ業者 は 「演 出 され た空 間 を売 る」 とい う商売
をす る もの となる。 デ ィス プ レイの語源 その他 か らデ ィスプ レイをさ ぐると、
この憲章 は明確 にデ ィス プ レイ を言 いつ くして いるとは思 えないが、 まず間違
いの ない ところ であろ う。 デ ィスプ レイ といって も下記 の よ うないろいろ な分
野 があ る。
●フエア デ ィス プ レイ 〈博覧会〉
●エ キ ジビッ ト デ ィス プ レイ 〈商業見本市 ・産業展示 会〉
●アウ トドア デ ィスプ レイ 〈屋外広告 ・サ イ ン〉
○ス トア デ ィス プ レイ 〈百貨店 ・ス ーパーマ ーケ ッ.ト・店舗 ・シ ョー ルー ム
シ ョー ウ ィン ドウ ・POP>
●インテ リア デ ィスプ レイ 〈室内装飾 ・家具 ・ケース〉
●エ クス宗 ジシ ョン デ ィス プ レイ 〈文化的 な催 事 ・展示〉
●パ ブ リック デ ィネ プ レイ 〈都 市 ・公園 などのモニ ュメ ン ト ・標識 ・PRタ
ワー>
Qア ミューズ メ ン ト デ ィス プ レイ 〈プ レイラ ン ド・観 光施 設〉
●エ デ ュケー シ ョン デ ィス プレイ 〈教育的展 示場〉
●セ レモ ニー(デ ィス プ レイ)〈 式典 ・パ レー ド ・フェステ ィバル ・行事〉
な どであ るが、 この中で フェアデ ィス プ レイとエ キ ジ ビッ トデ ィス プ レイは規
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模 その他 か らみてデ ィス プ レイの花形的存在 であ る。 しか も、 もっ とも演 出技
術 を必要 とす るもので あ る。映画や演劇 において演 出の巧拙 が その作 品の価値
を決め るの と同様 に、 フェ アやエ キ ジビッ トにお いて も高度の演 出が要求 され
るので あ る。.
フェ ァやエ キ ジ ビッ トになるとひ とりのデ ィス プ レイデザ イナ7だ けで は無
理 が多 く、他 の分野の協 力 を得 なければな らな くなる。 グラフ ィックデザ イナ
ー ・写 真家 ・コ ピー ライ ター ・工業 デザ イナー ・建 築家 ・土木技術 者 ・照明技
術 者 ・機械 設計技術 者 ・画 家 ・彫刻家 ・造園家 ・映像 技術 者 ・舞台装置家 ・音
楽 家 ・空調技術 者 などの専 門家の協 力を必要 とす る。 この他 に人類 学 、社 会学、
経 済学、哲学 さらに人間工 学、集 団工学、電子工学 など、 そのフ ェアやエ キ ジ
ビッ トに関連す る専 門学 者の知的協 力も必要 であ る。 これ らの多人数 のス タッ
フの中で デ ィスプ レイデザ イナーが デ ィレクター 的な役 割 を果す場 合、各分野
の 力 をうま く統合 ・活用 しなけれ ばな らない。 そのため には担 当す るデ ィスプ
レイデザ イナー が、前 に列挙 した分野 につ いての専門知 識 を持 っで い るか、 あ
るいは理解 す る能 力を持 って いなければな らない。た と えばモ ン トリオール万
国博以来 、映像 展示 がク ロー ズア ップ され、 ヘ ミス博 で も映像展示 が多 く、
お そ らくEXPO'70では映像 が氾濫状態 とな るで あろ うと推測 され て いる。 も
しそ うだ とすれ ば、 デ ィス プ レイデザイナー も映像 手法 につ いて一通 り以上の
知識 を持 ってい なけれ ば な らず、 また新 しい手法 の開拓 に よって館 内の構 成は
斬新 な もの となるのが必定 で ある。
映像 展示 を企 画す る場 合、次の よ うなデ ィス プ レイ環 境 がっ くられ なければ
な らない。
●計画 され るべ き映像 の手法 、内容 を理解 の上で
1)空 間 の広 さの決定(形 も含 めて)
2)被 映写物 体 の設定(不 定形 ス ク リー ン ・多面 ス ク リー ン ・球 体 な ど)
3)従 で ある展示物 その他 との関連(映 像 を主 と した時)
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4)音 響 効 果の配慮(反響 ・吸音の 問題 と全体 を通 しての音 の コン トロール)
5)全 体の 照明効果
6)見 せ方 の決定(固定席 ・移動席 ・カーペ ッ トな どに直接 す わ らせ るなど)
7)館 内の空調(温 度、湿度 、嗅気 、換気)
8)入 場 人員 の密度(そ れ によって映写時 問 を決め る)
な どで ある。
☆
フェ ァやエ キ ジビッ トに も新 しい要素が次 々 と入 りつっ ある。 その一 つ がエ
レク トロニ クス時代 の芸術 と して最近注 目され つつ あるライ トアー トで あ る。
光 を直接 また は間接 的素材 と して造形 した作 品空 間 をライ トァー トと呼 んで い
るが、光 その もの を演 出 しよ うと してい るもので あ り、幻想 的 な空間 の作 成 に
使用 されっっ あ る。
光 の効果 とい うもの はフェアやエ キ シ ビッ ト(以 後 両者 をまとめてエ キ シビ
シ ョンとよぶ)に おいて も重 要 な役割 を果す もので ある。光 はあとか らっ け加
える ものでは な く、最初 の全体 計画の時 か ら光 の演 出 も考 えておかね ばな らな
い。 デパ ー トな どにお けるエキ シ ビシ ョンなどで は、照 明は常 設の照度 その ま
まとい う固定 された概 念でス ター トす ることが多 い。 これはデパー ト側 の要望
もあ っての こ となので止む を えない場 合 もあるが、基礎 照明 も消 す こ とがで き
るとい うところ か らデ ィス プ レイデザ インのス ター トをす るのが 当然 で ある。
光 は心理 的 な効果 を生 むのが容 易で ある。 たと えば教 会 などの一条 の光 は、
ま わ りの空 間 と対立 して ドラマチ ックなもの とな る。同 じ光源 で も処理 法 に よ
って は異 な った効果 を生 み出す ことがで きる。 反射 させた り、 半透 明体 を透過
させ た りす ると違 った感 じが生 まれ る。直接光 や間接光、明暗 の巧 み な利用(い
くつ かに別 れ た空 間 を連続 して観客 に通 らせ ると き、今 い る空 間の演 出終 了 と
ともに暗転 と し、同時 に次の空 間を明 るく して観 客 を移動 させ る方法 などもあ
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る)が 演 出効 果 をよ り高 あ るの は言 うまで もない。生 き生 きと した光 、 ダイナ
ミックな光 、穏や かな光 、スヶ一ルの大 きい光、局部 的 に展示物 を浮 き上 らせ
る光 、落 ちっ きの あ る光 などが 、いろいろ組み合 わ さって千差万別 の効果 を生
む。 この よ うに光 のデザ イ ンはウ ィン ドウデ ィス プ レイ ・ス トア デ ィス プ レイ
とともにエキ シビシ ョンにおいて欠 かすこ とので きない要素 で ある。観客誘導
の役 目も果す上 に、心理的 に入場 者 を陽気 に させ た り、静 的 な気分 に させ た り
す る。光 を使 う時 、空 間 を明 るい もの と してス ター トす るか、暗 が りか らス タ
ー トす るかに よって、 プ ランニ ングの進め方が随分変 って くるが、後 者の方が
ぐん と演 出の幅が広 くなるで あろ う。
音 とい うもの がデ ィス プ レイデザ イ ンの 中では案 外軽視 されて いるよ うであ
る。予算 の関係上 、まず ビジ ュアルな もの か らかた ちつ くられて い く場合 が多
く、音 にまで手 が届 か ないか らであろ うか。中にはBGMと して使 われ ていて、
それ な りの効 果 をあげて い るもの もあ るが、雑音 の ため にかき消 され てい るこ
とも多 い。 日常生 活の 中で突 然音 の ない(完 全で な くとも)ところに八 った時 、
いうにいえない焦躁 を感 じることが ある。 その時 には音 とい うものの存 在の大
きさに驚 くとともに、音 の効 果 につ いて再認識 を させ られ るのであ る。 ここに
オー デ イオデ ィス プ レイの研 究が必要 となる。 この場合 もオーデ ィオが主 とな
るか、 ビジュア ルな ものが主 とな るの か、 あ るいは両者 の相乗積 作用 によって
よ り効 果的 なデ ィス プ レイを生み だそ うとす るの か、 これ もまた、 プラ ンニ ン
グの時 に既 に頭の 中で、他 の プラ ンニ ング要素 と同等 の立場 で存 在 して いなけ
れ ばな らないの であ る。
モ ン トリオー ル博 で五感 に訴 えるデ ィス プレイ演 出があ り(カ ナ デ ィア ンパ
シフ ィーク ・コ ミンコ館)評 判 に なったが、 日本 で も感 覚 に訴 えるデ ィスプ レ
イは単 独で あるが数年 前 に行 われていたの を知 ってい る。この五 感の 中の匂 い
とい うもの はなかなか扱 い難 いもので ある。周 囲の い ろい ろな条件 によ って、
変化 した り流 動す るか らであ る。っけた時 にい い匂 いの もので あって も、 その
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中の 南る部秀 〈軽 い匂 い〉が発 散す ると残 った重 い匂 いはは じめ と別 の匂 いで
あって、嫌 な もの となって しま う場合 もあ る。個 人差の ある肌にっ けた時 の匂
いは同 じ香料 で も匂 いの違 いがで て くる。展示 スペ ース をと りま くもの、た と
えば クロスや ウ レタ ンフ ォー ム状 の ものには匂 いが しみ こん で しまってな かな
かとれ ない とい う事 が起 る。 この よ うに匂 いを扱 う場 合 には デ ィスプ レイ環境
で使 われ る材 料 の制 限 も生れて くる。 それ に匂 い を消 す こと(とり除 くこと)は
匂 いを定 めた り、発散 させ る技術 と同 じ位 大切 であ る。匂 いを送 る風 の量 の 計
算や香料 の追 加方 法 などの検討 も必要 となろ う。視覚 と嗅覚 の関係 は密接 な も
ので、視覚 が嗅覚 に及ぼす影響 は大 きい もの らしい。音の世 界に音痴 が あ るよ
うに嗅覚 の にぶ い人が存 在 して、しか も音 痴 よ りパ ーセ ンテー ジが 高い とい う。
その他エ レク トロニ クスの発展 とともに、 その応 用が デ ィスプ レイの分 野 に
も八 って来て い る。電 子工学 がデ ィス プ レイデザ イシに も必要 とな って きて い
るので あ'る。.
☆
昨年 、デ ィスプ レイプロデ ューサー協議会 とい うもの が発足 したが、 この会
員の資格 は 「デ ィス プ レイ業 界で10年以上 の経験 を有 し、大規模 なデ ィス プ レ
イ制作 に2回 以 上従事 したか、ま たはその制作 品が2回 以 上の公の褒賞 を うけ
た もの」 とい う きび しい もので ある。 このよ うな条件 がつ け られ るの も、 デ ィ
スプ レイプロデ ューサー にな るに は少 くとも10年以上 の経験 を持 ってい なけれ
ばな らないとい うことを意味 す る。 しか もデ ィス プ レイの分野の 中で、特 にフ
ェアやエ キ ジ ビッ トの経験 を有 して いなければ な らない。私の9年 余 のフ ェア
デ ィス プ レイの径 験 か ら述べ ると、 デザ イ ンの 受 け手 であ る群衆 は、全 く予期
せ ぬ行動 に出 る ことが あ り屡 々悩 まされ て きた。 それ は動線 計画、視覚 計画 な
どによ る計画や 計算 だけでは解 決 しない問題 で あ り、常 に流動 して い る群 衆 が、
何 かの影響 で突 然 と して起す イベ ン トで あ る。 これ に対 して プロデ ュースす る
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立場 の もの は同 じ条件 で群 衆 の中へ 入 って、肌で その郵 向 を感 じとった経験 を
持 ってい なければ な らない。
企画 ・演 出ので きる人 間の養成、 これ は どの よ うに して行 なわれ るべ きであ
ろ うか。 まず デ ィス プ レイプ ロデ ューサー協議会へ の入 会資格の厳 しさは、や
は り閉鎖 的で あるといわねば な らないだろ う。た とえ経 験 が浅 くと も、 プロデ
ューサー と して活躍 を望 む若 い連 中に は、研究 会 に参加 させ た り、勉 強の機会
を与 え ることが、将来 のデ ィスプ レイの地 位向上の ため にな るのは間違 いない
ので あ る。 しか し、 これ はデ ィス プ レイプロデ ューサ ー の トップ グルー プに近
い人 た ちの問題 であ る。私 は これ をこれ か らプロデ 孟一サ ー とL°て育 ってい く
若者 た ちの、 い うなれ ば ピラ ミッ ドの底辺 の問題 として と りあげた い。 これ は
現在 のデザ イ ン教育 に関連 して くるよ うである。空 間r覚 に関す る専門 的教育
を行 って いる学校 はす くない。建 築や造形 の基礎教 育 を受 けた人 たちが現場 に
臨 み、 その場 の経 験で少 しつつ空 間感覚 を学 んで い くの が現状 であ る。大 きい
空 間の処 理、 そ して その空 間 に入 る人 々の動 きなどを考慮 しなが ら行 う空 間内
の構 成は 、や は り経験 が重 要視 されて もしかたが ない。 デザ イ ンは作 り手だ け
の もので な く、受 けと り手の ある とい うこ とを意識 して、常 に観客 の側 に入 っ
て考 えるこ とが、特 にデ ィス プ レイ、 それ もエ キ シ ビシ ョンにおいては欠かす
ことので きない条件 だか らで あ る。現 在、空 問・に対 す る意識 や感覚 を育 て るた
め に、三 次元 の空 間にい ろいろな線 や形態 を立体 的 に配 置 させ る活動 が立体構
成の基礎 と して、広 くデザ イ ン教育 に と り入れ られ てい る。 その立体構 成 に運
動 が加 え られて、モ ビール的 な ものに発展 して いったの だが、いつれ も規模 が
小 さ く一単独 で ある。連続 した もので ないの にもの足 りなさを感 じる。エキ シ ビ
シ ョンの場 合、入 口か ら出 口までに幾 つかのデ ィス プ レイの 中 を通 って い く、
そこには光 が あ り、空 間の変化 があ り、 リズムが あ る。 いわば時 間的 プロセス
の中 にお いて、デ ィスプ レイが表現 されて いるの であ る。 たと え個 々の造形 感
覚 が優 れ ていて も、TV番 組や アニメーシ ョンの制作 の よ うに、時 間的 プロセ
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ス をもって構 成す る力量が なければ、総合 された効果 を生 む に至 らず、魅 力 あ'
るもの とはな らないの であ る。 日本人は全体 を構 成す る能 力、大 きくもの をみ
る目を持 たな いといわれ る。万 国博 でもこれが いちばん心配 され てい る。外国
は細 部 は ともか くも大 もとは しっか りしている。 これは国土的 な もの、社会構
造的 な違 いか らくる もので あろ う。
時 聞的 プ ロセスで デ ィス プ レイを考えること、ζれはTV、 演劇 の他 に音楽、
文学 に も通 じる。簡単 な例 だが小 冊子 を編 集す る能 力に似 て い る面 もある。デ
ザ イナ ーはや や もす れば造形 的 な面 にの みこだわ りが ちだが 、TV番 組 を企画
した り、 コマ ーシャル を作 成 した り、作 曲 もで き、文学作品 が書 ける位の能 力
は持 ちた いものであ る。
もの事 を総 合的に企 画構 成 した り、アイデア を生み だす ためには、鋭 い感 覚
と柔軟 な頭の 回転 が必要で ある。常 に新 しい角度 か らもの を見 なおす態度 がの
ぞま しい。一 っの枠 か ら抜 けだす こと、っ ま り、お そ らく必 要の ない制 限の枠
を自らがつ くってい るの をと り除 くζとが第一 で あ る。そこか ら独創 が生 れ る。
頭 の体操 の ようなもの だが、 あ る本 にこんなバ ズ
…
ルが あった。「正 方形 に並べ た9個 の点 をみZ4本 の
連続 した直線 で点の全部 を結ぶ」 問題で ある。 これ. …
は9個 の点 でつ くられ た正方形 の中 に しか4本 の線
を引 いて はいけ ないと思 い込 んで いて は解決 しない。 ● ● ●
正 方形 の 「ワ クの外」 があ ることを知 らね ばな らな い。
自動 車 をデザ インす る場 合、四輪で その上 にボデ ィがの る とい うところか ら
ス ター トす る必要 はない。サ イコ白の表裏の数 をプ ラスす る と7に なるが、別
にそ うでなけれ ばな らない こともない。 もちろんサ イコロは正立 方体 で な くと
もよい。1プ ラス1が2で な くて もかまわない とい うこ とに もなる。創造 とい
うことは多面 的にもの を考 えるところか ら生 まれ る もの と思 う。考 えるとい う
ことが現 在の教育 に不足 して いるよ うに思 うのは私 だけでは あるまい。学校 で
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学 び とった もの を知識 と して持 ち、 それ を しぼ り出す だ けの活動 では、 自らは
何 もの も産 まな いのでは なかろ うか。これは最近 のTV.ラ ジオな どマスコ ミュ
ニ ケー ショ ンの氾濫 に も原因 があ りそうで ある。 これ らは一 方的 に大衆 に浴せ
かけ られ てい るもので、 これ は受 け手の側 の好 き嫌 いに関係 な く行 われてい る。
極端 な言 い方 か もしれ ないがTV局 などは視聴率 の高 い番 組 をつ くるこ とに懸
命 であ り、広告代理 業は時間帯 をまず埋 め るこ どを考 え、大衆 は無意識 にそれ
に従 わ ざるをえ ない状態 となってい る。マルチス ク リー ンなどは新 しい手法 と
も言 えるが、大衆 に トー タル イメー ジの認識 を与 えるこ とが可能 であって も、
受 け手側 の主体牲 のあ る思考 とい うものに結 びつ き難 い もので あろ う。確 かに
目新 しい手法 であ り、 多面のス ク リー ンで展 開す る映像 は、人間性の 多面的 な
開発 とい う面 で、創造 的人間 を育成す る目的と も合致す るか も しれ.ないが、新
しい手法 で あるとい うこ とや テクニ ックにふ りまわ され て、本来訴 えるべ き内
容 が あ るとい うことを忘 れて はなるまい。マ ルチ ス ク リー ンの開発者 はチ ャー
ルズ ・イーム ズだが、最初 に7面 のス ク リー ンを採用 した動 機 と して、 アメ リ
カ とい う国の もつ多様性 をマルチス ク リー ンで表現 しよ うと したか らで あると
い う。万国博 で はマルチ スク リー ンや超 大型ス ク リー ンなどが目白押 しの状態
であ る。 もしも訴 える内容 に創造性 が なか った り、技術 的 にす ぐれ た ものがな
いな らば、モ ン トリオー ルで学 んだ ものや吸収 した もの のお さ らいになって、
本 当に 日本の もの、新 しいコ ミュニ ケーシ ョンの出現の期待 も裏切 られ よ う。
バ ウハ ウス以来 、デザ イ ンの基礎教育 とい うものが、直接 何 か目的の あ るも
のの制作 を対 象 としな いで、純 粋 に色 や形 について トレーニ ングす るよ うにな
って来 た。 これ は造形感 覚の養成 には適 してい るが、デザ イ ンの社会 性とい う
もの を考 える時 、単一 の造形 だけでな く、複合 した状 態 でひ とつの もの を形 成
す るとい う総合的思考 力や判 断 力をつ ける教育 が今後 の課題 とな りそ うで ある。
ひ とつ の プ レイス カルプチ ュアの デザ イ ンの課題 が あ ると しよ う。実際 には
それが単一 で使 用 され るこ とは、最近 ではまず少 ない と言 え るであろ う。幾 っ
一27一
かの集 合 となって置 かれ ることが多 く、それは公 園 とか遊戯施 設 とい う社会 性
を伴 った もの の性格 を持 っ。 そこには使用対象 となる子供 の年令 層、使用 す る
人数 、施 設全体 の計画 、細 部計画 な ど巾 を拡 げた 問題 が存 在す る。課題の 要求
す るもの をこ こまで幅 広 い ものに してほ しい と思 うの で ある。 これ はほんの一
例 にす ぎないが、同 じよ うなこ とが数多 く考 え られ る。
コン ピュー ター時代 となって、デザ イ ンが ラフスケ ッチ だけであ とぽ機械 が
や って くれ る時代が来つ つあ る。 その時代 になって必要 なのは創造 的頭脳 であ
ろ う。 デザ イ ン教育 がデザ イナー をつ くるだけのためで はない とい う論 も もち
ろん正 しい。従 って、今 の教 育 を批判す るもの では ないが、何 か もの足 りなさ
を覚 え るので あ る。これは私が社会側 にいて、教 育 とい うもの を眺 めてい るか
らであろ うか。
日本 の社会全体 は大 きく転 換 しっつあ る。現 在 は工 業社会で あ るが、 この次
に くるべ きtス ト ・イ ンダス トリアル ・ソサエテ ィの時 代 になって、 その 中核
をなす のが知識 産業で ある とい われて いる。ア メ リカで は第3次 産 業が55%を
占めて いる。 日本 もや がて 第3次 産 業の比率が高 くな り、 ポス ト ・イ ンダス ト
リアル ・ソサ エ テ ィに到達 す るこ とは間違 いな い。 当然 の ことなが ら社会 構造、
思想 など も影響 を受 け るであろ う。す でに総合商 社は情報収集 の提供 、 プ ラン
ナー、 オルガナ イザー の機能 などを もち、次第 に活動分 野 を広 げてい る。今 日、
社 会が求 め るデザ イナー は外観の造形の みを担 当す る芸術家 では な く、各 分野
の専 門家 と協 力 して、一定 の計画の ために調整 をす る総合 者、す なわち、 プロ
デ ューサー 的性 格 を持 った者で あるとい える。
デザ イ ンと い うもの のフ ァクター は時代 によ って流 動 す る。大学 あ るい は専
門高校 で行 ってお られ るデザ イ ン教育 は、今や一 つの転機 に来て いるよ うに思
われ る。現 在の もの に何 か プラス され るものが必要で あ り、プ ラス され るもの、
それは 巾広 く考 える能 力 を培 うことではなかろ うか 。
-28一
〈附〉 デ ィスプ レィデザ ィンのためのチェ ック リス ト
●デ ィスプ レイの 目的 に沿 って いるか(何 をみせ、訴 えようとして い るのか)
・他 の ものにお きかえてみ たら(材 料、 メカニ ズーム)
・●他 の もの を使 ってみ た ら(手法 ♂技術 を)
●大 きくした らど うか(造 形面 で)
● もっと長 く した らど うか(造 形面 で)
● もっと厚 く した らξ うか(強 度)
●小 さ くした らど うか
●反対 にした らど うか(位 置 ・動 きにっいて) .
●ア イデァは単純 か(複 雑 な ものは障害 が多い)
●メ カニ ズムは単純 か(で き るだけ単純 な方 がよい)
●人間性 にふ さわ しいか
●デザ インの受 け手になってみて どうか(自 分が観客 になったと して どの様 な受 けと り方 をす る
か)
○よい思 いつ きだとい う感 じが するか
●デ ィス プ レイする ものに適 しているか(色 が、形 が、材料が)
○時 季 にかなってい るか
●展 示期 間に耐 え るか
●リズムがあるか
●動 線 はど うか
●形 や効果 だけに目移 りして本質 を央 っていないか
●法規 その他の規則 にふれ.てないか
●新 しい角度 か らもう一度 デザ イ ンを見なお してみた ら
'なお
、 専 門 家 で な い ものが デザ イ ン教 育 に つ いて述 べ たが 、 私 の 望ん で い る教 育 をや って
∴ お られ る学校 もあ る
。 た だ全 般的動 向 と して みた場 合 の考 えで あ る の をお こと わ りして お き
た い。
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